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移
り
ゆ
く
西
山
の
風
景

　
立
馬
崎
（
小
中
山
町
）
か
ら
伊
良
湖
港

ま
で
10
㎞
以
上
続
く
防
潮
堤
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
防
潮
堤
の
東
側
に
は
、
愛
知
県
の
飛

砂
防
備
の
保
安
林
、
さ
ら
に
東
側
の
西
山

地
区
一
帯
に
は
大
規
模
な
農
地
が
広
が
り

ま
す
。
こ
の
農
地
は
戦
後
の
開
拓
に
よ
っ

て
開
墾
さ
れ
た
土
地
で
す
。
で
は
、
開
拓

さ
れ
る
以
前
、
こ
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な

風
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
伊
良
湖
名
所

記
』　
（
元
録
６
年
【
１
６
９
３
】
杉
江
道

雲
著
）
に
は
、
慶
長
15
年
（
１
６
１
０
）

２
月
23
日
に
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
が
旗
本

を
は
じ
め
諸
侯
を
率
い
て
立
馬
崎
に
来
て

狩
り
を
し
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
「
此
西
山
ハ
東
西
ハ
十
二
三
町

ヨ
リ
廿
四
五
町
二
過
ヘ
カ
ラ
ス
、
南
北
ハ

二
里
余
ニ
シ
テ
松
樹
数
十
万
株
、
白
砂
平

穏
ニ
シ
テ
盤
上
ヲ
走
ル
カ
如
シ
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
記
述
か
ら
、
西
山
は
東
西
１
．

３
～
２
．
７
㎞
ほ
ど
、
南
北
８
㎞
ほ
ど
の

範
囲
に
松
の
木
が
生
え
て
、
平
坦
な
砂
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、

絵
図
か
ら
も
当
時
の
風
景
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）
に

作
成
さ
れ
た
『
亀
山
村
堀
切
村
中
山
村
小

塩
津
村
境
界
墨
引
絵
図
』
を
見
て
み
る
と

西
山
松
林
と
書
か
れ
、
天
白
川
の
西
側
の

西
山
一
帯
が
松
林
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
明
治
34
年
、
陸
軍
は
西
山
地
区
を
試
砲

場
用
地
と
し
て
買
収
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

明
治
38
年
に
は
伊
良
湖
集
落
地
を
含
め
た

西
ノ
浜
沿
い
一
帯
も
買
収
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
20
年
の
終
戦
ま
で
伊
良
湖
射

場
と
し
て
運
用
さ
れ
、
翌
年
、
国
策
開
拓

が
始
ま
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
末

こ
の
地
域
一
帯

は
大
規
模
な

農
地
と
な
り
ま

し
た
が
、
昭
和

28
年
の
台
風
13

号
、
昭
和
34
年

の
伊
勢
湾
台
風

な
ど
に
よ
り
、

西
ノ
浜
海
岸
沿

い
だ
け
で
な
く

西
山
開
拓
の
農

地
ま
で
、
多
大

な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
台
風
被
害

の
影
響
も
あ
り
、
昭
和
35
年
か
ら
39
年
に

か
け
て
防
潮
堤
の
建
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
海
岸
沿
い
の
保
安
林
の
整
備
が

た
び
た
び
行
わ
れ
、
現
在
の
風
景
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
保
安
林
の
松
く
い
虫

防
除
や
改
植
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
風

景
が
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
は
昔

ど
の
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
変
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

変
化
す
る
に
は
何
か
し
ら
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
今
度
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？
面
白
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

（
清
水
）
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